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青森家庭少年問題研究会では、25年７月か

ら、毎週土曜日の午前中、小学生・中学生を

対象に、学習支援活動を行っています。

青森市母子寡婦福祉会の協力を得て、ひと

り親家庭の子どもたち９人を対象に、ボラン

ティア登録してくれた県立保健大学の学生さ

んなどが、子どもたちの学習進度に合わせて

１対１を原則に勉強を教えています。

■キャンプの準備をしています

新型コロナ感染症の影響で、夏休み期間

中での開催ができなくなったので、秋の連

休９月１９日（土）から２１日（月祝）の

２泊３日、モヤヒルズのケビンで「秋の勉

強合宿」キャンプを行います。

市内中学校の部活動も、新型コロナの影

響を受け、秋の中体連の日程も確定してい

ないようですが、子どもたちについては、

可能な限り、参加してもらえるよう、臨時

の送迎についても、計画していきたいと思

います。

先週２２日は、再度計画の練り直しをし、

学生さん数名とモヤヒルズの下見に行って

きました。

キャンプの２日目、予定していたセンタ

ーハウスの会議室が利用できなくなったた

め、青森大学のヒュッテをお借りし、日中

は、そこで勉強時間を設けることにしまし

た。また、レクリエーションの「ヒルズサ

ンダー」の試乗も行い、スリリングなアト

ラクションに期待感も高まっています。

■子どもたちの学習計画も準備中です。

子どもたちには、このキャンプで集中的

に勉強したい内容を決めてもらうことにし

ました。

「得意教科を伸ばす」「苦手教科を克服

する」「まんべんなく科目に取り組む」な

ど、学生さんと相談しながら、一人ひとり

の学習計画を立てています。

必要な教材も、キャンプの経費で賄うこ

ととしました。

キャンプでは、新型コロナの感染防止の

ため、県立保健大学の協力をいただき、看

護学科の伊藤先生もスタッフとして参加し

てくださることとなりました。

大変心強いですね。

キャンプの情報

は、随時発信して

いきます。


